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は 家 庭 に お い て 取 り 扱 い に 注 意 を 要 す る 衣 料 の ひ と つ で あ る 。 こ の セ

よ い 手 入 れ の あ り 方 に つ い て 考 え る た め ，所 有 セ ー タ ― 類 （ カ ー デ ィ

〔 目的 〕-fe -  タ- 類 は家庭におい てm. り 扱いに注意を 要する衣料のひと つである。こ のセ

ータ'―に関 してより　よい手入れのあり方 につい て考え るため ，所有 セー タ―類（ カーディ

ガン,     ･゙ スト を含むj）の実態と取 り扱い の意識につい て調査を行った。

〔 方法 〕昭和6    1年２　～３月に主婦及び女 性単身者計2    0   0人を対 象に セータ ―の手入れ

に関する意識・ 実態 鱗ついてのアンケート 調 査 を嘆 施 ，さらにその中の １００人に家庭で

所有されているセー ター順一枚ごとの組 成繊維 ，絵表 示 ，手入れ法等を 留置法で 調査した。

〔 結果 〕① セータ~ の素材は ，着用者の 年令に よって 毛の混紡率が異な9    ,大人のものは

毛の割合が高く ，子 供のものは化繊 の混 紡率が高い。 また ，毛の混紡率 が高い とド ライ表

示が多くなる。②毛 の混紡率や値段が高い もの程
■    ド

ライに出す割合が 高い。実際の手入

れは ，絵表示に 従っ ているものが多いが， ドライ表示でも 約３割のセータ~-は手洗い等 ，

家庭洗たくがされて いる。 一方 ，手洗い 可の表示でも. 約３割がド ライに 出されている。

③ドライに出す主な 理由は ，「 縮んだ ら 困る ，値段が 高い ，獣毛なので 」等であり ，手洗

いする時は ，収縮や 型くずれを心配する 人が多い。④ 手入れの意識は ，女性 単身者と主婦

でかなり違いがみら れ ，女性単身者では「 失敗するよ り ク9   ーニング」 とい う人が多い の

が特徴になっている。 全般的に「 上手に 洗えるならお　しゃれ着も自分で 洗い たい」「 もっ

と頻繁に洗い たい」 とい う人が多いが ，上手に 洗える自 信がある人は非 常に少なく ，約半

数の人が上手に手洗 いする情報を求めて いることがわ かった。　こ れらの 結果から,  今後「

上手な手洗いの方法 」等の情報 を積 極的に提供していく 必 要が あると考え る。

B 114 -ft ーit ー の 手 入 れ に 関 す る 研 究 （m  2 報 ） 手 洗 い 行 動 の 実 際 と 問 題 点
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〔 目的 〕前報 の調査か ら ，セータ― 類 を上手に 洗 う自信のある 人は少なく ，収 縮や型くず

れを心 配して いる人が 多いことが わ かった。そこ で家庭におけ る手洗いの 問題点を明らか

にし ，’上手な 手洗い ” のあり方につ いて検討す るため ，家庭 における実 際の手洗い行動

の調査 ，およ びこれら の行動が収縮 や型く ずれな どに及ぼす 影 響の検討を 行った。

工方法 〕主婦 ，女性単身 者を対象に ，手洗い 行動 に関するア ンケート調 査お よび実際 の行

動観察を行っ た。また ， 市販 セ―   ターを 用いて ，洗たく ，すす ぎ ，脱水 ，乾燥の各プロセ

スを通じて諸 条件を変化さ せた時の ，収縮率などを 測定した。

〔 結果 〕①手 洗い行動を 見ると ，洗 い 方は押し洗いが多いが ，そ の動作 には 個人差が大き

く ，つかみ洗 いに近い場 合がある。 また部分的には もみ洗いも行わ れている。 使用水は20

～40 ℃で使 わ れている。 洗いの後 ， すすぎに移る前に 脱水（ 脱水機 ） を行う 人は１／ ３程

度にとどまり　，押 ししぼ りや ，水切 りしない人もいる。 すすぎは ２～５回水 を変えて行わ

れている。干 し方は ハン ガーを使用 する人が多く ，平干しは少 ない。 ②実験 結果から ，収

縮 ，型くず れを防ぐには ，洗い方は押　し洗いが好ましく ，水温は30  ℃前後か らそ れ以下が

，また水量は多 い 方が良い。 すすぎ回 数を最小限にするた めに ，すすぎ前に 脱水を行い ，

干す前も脱水し たのち ，形 を整えて平 干しするのが望 ましい。③ 家庭で手洗 い 時に気 をつ

けている点 は ，水温の調節 ， 力を加減するなど であるが. 実際 の作業 では ま だ問題が見ら

れる。上手に手 洗い するた めには ，押し洗い を 適正な動作 で行う ，すすぎ 方 に も充分留意

し必要以上に行 わ゙ない ，脱 水によって水切りす る ，干し方を工夫す るなどが重 要である。


